
岩滑小学校だより

やかちの風
学び合う 岩滑大好き 元気な子

～ １年生６４名が入学しました ～

４月６日(金)、暖かい春の日差しに迎えら
れ、６４名の新１年生が入学しました。６年
生の児童に優しく手をつながれ入場した１年
生は、不安ながらも少し晴れがましい様子で
した。これからの学校生活に期待を膨らませ
ているようでした。迎える６年生の児童は、
最高学年として、準備するときの動きや式に
臨む態度も立派で、頼もしい限りでした。ま
た、伝統ある岩滑小学校の校歌をきれいに響
かせてくれました。今年１年、岩滑小学校の
顔として、さまざまな場面で活躍してくれる
ことを期待しています。
平成３０年度が、全校児童３９７名でスタ

ートしました。新しい学年・学級になり、新しい気持ちで頑張っていこうという子どもた
ちの気持ちがよく伝わってきます。その期待に応えられるよう、私たち教職員も、保護者
の皆様、地域の皆様のご支援・ご協力をいただきながら、精一杯取り組んでいきたいと思
います。今年度もよろしくお願いいたします。

～ めざす児童の姿「学び合う 岩滑大好き 元気な子」～

本年度も、岩滑の地を心の中核に据えながら、「チーム岩滑」の実践力アップを図った
学校教育を進めてまいります。ご協力よろしくお願いします。

（１）本校の教育目標
校訓 「 清く 明るく たくましく 」

めざす児童の姿 「 学び合う 岩滑大好き 元気な子 」

（２）経営方針
「キャリア教育を土台に、元気・笑顔・優しさいっぱいの子どもを育てる半田の教育」

を岩滑小学校で、教職員の磨き合いと保護者・地域の人との協働によって展開する。

ア 岩滑の人・自然・文化に学び、郷土を愛する心温かい子を育てる。

イ 主体的に学び、気力と体力に満ちた元気な子を育てる。

ウ 子どもの特性を把握し、良さと可能性を伸ばす教育を展開する。

エ 家庭や地域と協働し、信頼される学校経営に努める。

（３）本年度の重点努力目標
ア 集団生活の基本の徹底と個に応じた指導・支援を実践する。

イ 授業改善に努めるとともに、道徳の時間とキャリア教育の充実を図る。

ウ 児童や保護者、地域に信頼される教師であるよう努めるとともに、ワーク・ライフ・バ

ランスを意識して、心身の健康に留意して教育活動に取り組む。

～ 「 家 読 」の実施 ～
う ち ど く

本年度も、テレビやゲームを消し、家族で過ごす時間として「家読」を実施します。毎
学期はじめに「家読」カードを配付します。ご家庭で週に１度は読書の日を設け、家族で
じっくり本読みに取り組んでみて下さい。読後の感想などを話すことができると、子ども
の成長に目を見張ることもあります。学期末毎に担任に提出をして下さい。
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～ 新任式(４月９日)・離任式(４月１３日) ～

この度、茅野前校長をはじめ７名の教職員が岩滑小学校を去りました。それぞれ児童へ
熱い思いをもって指導していたため、先生や代表児童のお別れの話に涙ぐむ児童がたくさ
んいました。とても感動的な式になりました。

＜退職職員＞
校 長 茅野 浩三

＜転出職員＞
教 諭 大橋 隆男 （旭北小学校へ）
教 諭 原田 舞子 （加木屋小学校へ）
教 諭 南場 義允 （篠島小学校へ）
教 諭 杉浦 雅彦 (横須賀小学校へ）
教 諭 長屋 景子 （成岩小学校へ）
非常勤講師 伊福 佳子（青海中学校へ）

＜転入職員＞
教 頭 髙木久美子 （市教育委員会より）
教 諭 浦山 治美 （横川小学校より）
教 諭 佐藤 由美 （乙川小学校より）
教 諭 太田 真澄 （宮池小学校より）
教 諭 林 富美江 (大学卒）
教 諭 伊藤 尚汰 （大学卒）
非常勤講師 桒原 尚子（緑陽小学校より）

～ 育友会総会にご出席いただき、ありがとうございました ～

４月２０日(金)、今年度初めての授業参観と育友
会総会・学年懇談会を行いました。授業参観では、
張り切って授業に参加している児童、そして、その
様子を微笑ましそうに参観している保護者の方の姿
がたくさん見られ、とても嬉しく思いました。お忙
しい中たくさんの保護者の方に足を運んでいただき、
ご参観いただきました。ありがとうございました。
育友会総会では、平成３０年度の役員・実行委員

の承認をいただき、新体制でスタートしました。
本年度も会員の方のご協力をお願いいたします。

～ 話を「聴く」朝会 ～

本校では、毎週月曜日に全校児童が体育館に集ま
り、児童会主催で朝会を行っています。８時２５分
から１５分程度ですが、表彰の伝達、校長先生の話、
委員会連絡などをしています。１年生から６年生ま
でとても静かに入場して、話を聞く雰囲気ができて
います。２３日の朝会では、校長先生から「話を聞
くときは、耳だけでなく、目で、心で、しっかりと
聴きましょう」というお話がありました。児童は、
校長先生だけでなく、その後の片岡先生の話も耳、
目、心を傾けて聴いていました。


